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平成 28 年度 

 

施 政 方 針 
（要旨） 

 

 

は じ め に 

平成 28 年第 1 回岩倉市議会定例会の開会にあたりまして、私の市

政運営に対する基本方針を申し上げ、市民の皆様並びに議員各位のご

理解、ご協力を賜りたいと存じます。 

 

21 世紀も既に、15 年の時が経過し、全世界の情報が、瞬時に得ら

れるようになり、情報化、技術革新は、想像をはるかに超えるスピー

ドで進化しています。 

一方で、自然環境については、地球温暖化が原因の一つとされる局

地的な異常気象、猛暑など、毎年のように、観測史上最高の記録、最

悪の被害という言葉を耳にします。また、人の心でつくり出す平和は、

世界的に見るとほど遠く、各地での紛争など、不安が増大しているよ

うにも感じられます。 

わが国の経済は、原油価格の下落などで、株式市場が混乱する中、

日銀は、デフレ解消の達成時期を先送りとし、企業活動の活性化によ

る賃上げ、景気の好循環を期待するためにマイナス金利政策を実行し
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ました。住宅ローン金利の引き下げにより市民が恩恵を受ける一方で、

預金金利は引き下げられ、取引手数料の値上げなど、先行き不安によ

る消費の沈静化も懸念されます。 

このような社会状況の中、私は、「子育て世代住みたいまち NO．1」

をマニフェストのキャッチフレーズに掲げ、市民の皆様に信任をいた

だき、２期目の岩倉市長に就任してから、既に３年が経過しました。

平成 28 年は、２期目の仕上げの年となります。先輩諸賢のたゆまぬ

努力によって築かれ、引き継いでまいりました貴重な財産を大切にし

ながら、これまで以上に、公平公正に事業を推し進めてまいりたいと

決意を新たにしています。 

岩倉市は、本年 12 月 1 日に市制 45 周年を迎えます。この節目の年

の記念事業としては、市制 40 周年以降の市の事業、自然、文化、

都市 景 観の 記念 映 像を 作 成し ます 。 また 、 ５周 年ご と に実 施し

ておりますＮＨＫのラジオ公開放送番組も招致します。その他、

各種事業も 45 周年記念として、工夫をして行うことにより、郷

土へ の 愛着 を高 め 、 岩 倉 市の 知名 度 向上 を 図っ てま い りた いと

考えています。  

平成 28 年度の国の一般会計予算案は、「一億総活躍社会」の実現に

向けて子育て支援や介護サービスの拡充などを盛り込み、前年度当初

比 0.4 ㌫増の 96 兆 7,218 億円と過去最大となっています。このうち、

社会保障関係費は、高齢化を要因に 1.4 ㌫、4,412 億円増の 31 兆 9,738

億円となっています。歳入では、税収が、好調な企業業績などを受け

て、5.6 ㌫、３兆円余り増の 57 兆 6,040 億円と高い水準となっていま
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す。一方、新たな借金となる国債の新規発行額は、２兆円余り少ない

34 兆 4,320 億円ですが、歳入全体の３分の１以上を国債に依存する厳

しい財政状況となっています。 

岩倉市でも高齢化の進展により、医療、福祉、介護などの社会保障

事業費が確実に増加しており、今後も増加していくと思われます。ま

た、大規模事業では、継続事業である北島藤島線街路改良事業、新学

校給食センター建設事業、桜通線街路改良事業、天保橋架け替え事業

のほか、新たに学校施設改修工事などの影響により経費が増加してい

ます。さらに、小牧岩倉衛生組合ごみ処理施設の更新などに伴う起債

の償還、昭和 40～50 年代の人口増加に伴って建設した市内公共施設

などの改修、更新に係る経費も増加していくことが見込まれます。 

平成 27 年度は、予定されていた新学校給食センターの国庫支出金

が不交付となったこと、平成 15 年度をピークに減少させてきた市債

残高が、増加に転じること、基金残高の減少など財政運営は非常に厳

しい状況にあります。今後は、財源不足を起債の充当率を引き上げて

補うなどの対応により市債残高の増加が見込まれます。 

 

岩 倉 市 予 算 の 概 要 

平成 28 年度一般会計予算案の総額は、155 億 9,000 万円で前年度当

初予算比 6.2 ㌫増となりました。５つの特別会計の合計は、0.8 ㌫増

の合計 104 億 3,759 万６千円となり、水道事業会計を含め全会計では、

4.6 ㌫増の 271 億 9,118 万５千円となりました。 

一般会計予算におきましては、学校給食費特別会計を一般会計へ統
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合したことで１億 9,000 万円程増加となったことにより、平成 12 年

度の市役所庁舎建設時を超え、過去最大の予算となっております。な

お、大きな予算を配分した事業は、新学校給食センター建設事業、北

島藤島線街路改良事業の跨線橋工事、災害対応特殊はしご付消防自動

車購入事業、さらに、生活保護費、障害者自立支援費、介護保険や国

民健康保険繰出金などの社会保障関係経費であります。 

歳入につきましては、市税では、税制改正などにより法人市民税が

減収となるものの、土地家屋の新増築などによる固定資産税、都市計

画税の増加により、2.6 ㌫増の 63 億 7,329 万６千円を見込みました。 

地方消費税交付金は、実績を勘案し 2.9 ㌫増の７億円、地方交付税

は、近年の交付実績を勘案し、3.4 ㌫増の 15 億円としました。 

市債は、継続事業である新学校給食センター建設事業、北島藤島線

街路改良事業の跨線橋工事などのほか、新規事業で災害対応特殊はし

ご付消防自動車の購入や岩倉北小学校北館給排水・衛生設備等改修工

事などの影響により 42.4 ㌫増の 18 億 340 万円としました。 

 

施 策 に つ い て 

それでは、平成 28 年度に取り組む主要な事業と主な新規事業

など に つい て、 第 ４次 岩 倉市 総合 計 画の 基 本目 標の 順 にご 説明

申し上げます。  

 

「安心していきいきと暮らせるまち（健康・福祉）」  

心と 身 体 がと も に 健康 で 、 互い に 支 え合 い 、 生き が い を感じ
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て地 域 で安 心し て 暮ら す こと ので き る 社 会 環境 づく り を進 めま

す。  

１  健康・社会保障  

健康 づ く りで は 、 運動 習 慣 の確 立 を 目的 に 始 めま し た 、いわ

くら 健 康マ イレ ー ジ 事 業 も、 市民 の 中に 広 く浸 透し て きて いま

す。 身 近な とこ ろ で、 手 軽に 健康 づ くり が でき るよ う 事業 を充

実してまいります。  

健康 管 理 では 、 集 団 検 診 に 加え て 、 個別 検 診 によ る が ん検診

を拡大します。また、歯周病に見られる出血の反応を測定し、定期

的な歯科健康診査受診、歯間清掃器具の使用などの健康行動につなげ

ていくような事業に取り組みます。さらに、国民健康保険では、人

間ドック受診者への助成制度を創設します。  

２  市民福祉  

高齢者福祉、介護保険では、平成 28 年４月に高齢者の増加に

伴う 相 談や 支援 に 対応 し てい くた め 、市 内 ２か 所 目 の 地域 包括

支援 セ ンタ ーを 設 置し ま す。 医療 ・ 介護 ・ 予防 ・住 ま い・ 生活

支援 サ ービ スが 切 れ目 な く提 供さ れ るよ う 地域 包括 ケ アシ ステ

ムの 構 築が 求め ら れて お り、 その 中 核と な る地 域包 括 支援 セン

ター の 強化 を図 り ます 。 また 、市 内 で２ か 所目 の特 別 養護 老人

ホームも予定どおり開設の運びとなりました。  

障害 者 福 祉で は 、 障害 の あ る人 に 関 わる 施 策 の基 本 的 事項を

定め る 障害 者計 画 とサ ー ビス 量と 供 給の 体 制確 保の た めの 障害

福祉計画を策定するために実態調査を実施します。  
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また 、 行 政が 市 民 と共 に 、 地域 の 生 活課 題 を 明ら か に し、解

決していく体制を整備することを目的として 策定、実行してきま

した地域福祉計画は、これまでの取組の検証、現状と課題把握 の

ため ア ンケ ート や 地区 懇 談会 を実 施 して 、 第２ 期計 画 の策 定を

進めてまいります。  

子育 て 支 援で は 、 施設 整 備 補助 金 を 交付 し て きま し た 地域型

保育 事 業で ある 小 規模 保 育事 業所 が 、岩 倉 駅東 の賃 貸 ビル に開

設します。平成 27 年度に開設しました認定こども園３園、私立

保育 園 １園 に対 す る施 設 型給 付と 同 様に 、 この 小規 模 保育 事業

所の 運 営に あた っ ても 地 域型 保育 給 付を 行 い、 子育 て 環境 の充

実に 努 めま す。 ま た、 こ の小 規模 保 育事 業 所に 併設 す る形 で、

保育 園 送迎 ステ ー ショ ン を設 置し 、 保育 士 の付 き添 い で、 昼間

を過 ご す保 育園 な どへ 送 迎を する 事 業を 県 内で は初 め て開 始し

ます 。 安全 を最 優 先に 安 心し て保 護 者が 働 きに 行 く こ とが でき

るよう運営してまいります。  

一時 保 育 では 、 市 外の 幼 稚 園を 利 用 する 園 児 の預 か り 保育 の

実施 に つい て、 在 籍園 と 委託 契約 し 、利 用 を可 能に し てい きま

す。  

児童福祉では、平成 27 年 12 月で、廃止となりました北島児

童遊園を、新たな場所に整備するよう設計などに着手しました。

平成 28 年度中の完成に向けて、整備工事を実施します。  

妊娠 期 か ら子 育 て 期の 切 れ 目の な い 相談 支 援 事業 で は 、これ

まで の 取組 をさ ら に充 実 する ため に 、 新 た に助 産師 を 雇用 し、
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新生 児 訪問 や妊 婦 メー ル 相談 も開 始 する な ど体 制の 整 備を 図り

ます。  

放課 後 児 童ク ラ ブ では 、 岩 倉南 小 学 校、 岩 倉 東小 学 校 内に放

課後 児 童ク ラブ 室 を整 備 し て いま す 。今 後 も国 の放 課 後子 ども

総合 プ ラン に基 づ き全 て の児 童の 安 全 ・ 安 心な 居場 所 を確 保す

るた め 、一 体型 の 放課 後 児童 クラ ブ 及び 放 課後 子ど も 教室 を実

施する方策を検討していきます。  

 

「自然と調和した安全でうるおいのあるまち（環境・防災防犯）」 

自然 環 境 への 配 慮 を進 め 、 地域 の 防 災・ 防 犯 力 を 強 化 するこ

とで 、 自然 と調 和 し、 安 全に 安心 し て暮 ら すこ との で きる まち

づくりを進めます。  

１  公園・緑地  

公園 整 備 では 、 石 仏公 園 整 備事 業 は 、国 庫 補 助 事 業 と して、

用地 測 量、 物件 調 査、 土 地評 価 を 行 ない 、 用地 買収 を 始め てい

きます。  

２  環境保全  

廃棄 物 ・ リサ イ ク ルで は 、 小牧 岩 倉 エコ ル セ ンタ ー の ガス化

溶融 炉 は、 順調 に 稼動 し てお り、 第 ２期 工 事と して 、 附帯 施設

の建 設 や旧 施設 の 解体 工 事を 実施 し てい き ます 。 ま た 、清 掃事

務所 １ 階の ｅ－ ラ イフ プ ラザ や日 曜 資源 回 収 の 利用 者 が増 加し

てお り 、ご み減 量 に取 り 組む 市民 の 皆様 の 意識 の向 上 を実 感し

てい ま す。 これ か らも 市 民の 皆 様 、 区役 員 や環 境委 員 の皆 様と
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の協 働 によ り、 ご み排 出 量の 抑制 、 資源 化 率の 向上 に 配慮 した

生活様式の啓発を図ってまいります。  

３  防災・防犯  

防災対策では、平成 27 年の関東・東北豪雨の堤防決壊で、そ

の予 測 の難 しさ を 感じ ま した 。広 域 的な 予 報と 岩倉 市 に特 化し

た短 期 集中 豪雨 の 発生 予 想 な どの 気 象情 報 の提 供を 受 ける よう

にして、迅速な初動体制に役立ててまいります。  

現在 、 地 震対 策 基 礎調 査 を 実施 し て おり 、 ３ 月末 に 報 告会を

計画 し てい ます が 、 こ の 調査 、報 告 を受 け て、 地震 発 生前 、発

生時 、 発生 後、 そ れぞ れ の対 策に つ いて 、 検討 し 、 実 施し てま

いります。  

平成 27 年度は、市の総合防災訓練会場でなかった４つの 小学

校に お いて も、 地 元在 住 の 市 民の 皆 様と 市 職員 とで 、 合同 の 参

加型訓練を実施しました。これからも実践型訓練を取り入れて、

繰り返し行っていくことが肝要であると考えています。  

また 、 地 震発 生 後 の火 災 を 防止 す る ため に 設 置す る 感 震ブレ

ーカーを取り付ける家庭への補助を創設します。  

災害 発 生 後の 福 祉 避難 所 は 、市 内 福 祉施 設 と 協定 を 締 結して

いま す が、 引き 続 き、 必 要と なる 食 料、 毛 布、 調理 備 品な どを

南海 トラ フ地 震等 対策 事業 費補 助金 を活 用し 常備 して いき ます 。 

防犯 対 策 では 、 市 が設 置 す る岩 倉 駅 周辺 の 自 転車 駐 車 場に固

定式防犯カメラを設置してまいります。  

浸水 対 策 では 、 下 水道 雨 水 整備 計 画 に基 づ く 地下 貯 留 施設の
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整備 を 着実 に進 め てき て おり ます が 、大 矢 公園 での 詳 細設 計、

五条 川 小学 校の 事 業認 定 申請 を 行 い 、浸 水 被害 の緩 和 を 進 めて

まいります。  

消防 ・ 救 急で は 、 ４市 ２ 一 部事 務 組 合で 共 同 運用 す る 消防通

信指 令 事務 は、 小 牧市 の 消防 指令 セ ンタ ー に高 機能 指 令設 備、

デジ タ ル消 防救 急 無線 設 備の 整備 を 完了 し てい ます 。 ４月 から

の消 防 通信 指令 事 務 の 運 用開 始に 万 全を 期 すよ う 努 め てま いり

ます。  

さら に 、 高層 建 物 での 消 火 、救 助 活 動や 緊 急 消防 援 助 隊とし

て出 動 する 支援 車 とし て 、 災 害対 応 特殊 は しご 付消 防 自動 車 を

更新します。  

また 、 高 度な 救 急 需要 に 適 切に 対 応 する た め 、救 急 救 命士を

養成 し ます 。こ れ まで 、 市の 公共 施 設内 に 配置 して き まし た、

ＡＥ Ｄ をい つで も 使え る よう に、 一 部を 屋 外設 置と す るほ か、

市内 22 か所、全てのコンビニエンスストアにもＡＥＤを設置す

るよう働きかけます。  

「豊かな心を育み人が輝くまち（生涯学習・教育）」  

学校 、 社 会で 学 び 合い 、 ス ポー ツ や 文化 芸 術 活動 を 楽 し むこ

とで 、 豊か な心 を 育み 、 社会 貢献 に つな げ るこ とが で きる よう

な環境づくりを進めます。  

１  生涯学習の推進  

市民 の 教 育・ 学 習 活動 、 文 化・ ス ポ ーツ 活 動 など を 支 援する

ため 、 教育 の全 分 野を 対 象と し、 教 育振 興 基本 計画 の 策定 に取
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り組んでいます。平成 27 年度には、現状と課題の整理、市民ア

ンケ ー トや 関係 団 体へ の ヒア リン グ を実 施 し ま した 。 その 結果

を分析し、平成 28 年度に、分野別の部会での検討をして、今後

の施策、目標を示した計画を策定します。  

文化財関係では、埋蔵文化財の保護、調整、文化財資料整理、

文化 財 関係 事業 の 実施 ・ 企画 を充 実 させ て いく ため 、 専門 知識

を有する文化財指導員を配置します。  

文化事業では、第３１回国民文化祭が、愛知県で開催されます。こ

の事業趣旨に賛同し、岩倉市でも助成金を受け、例年、好評を得てい

ますセントラル愛知交響楽団の岩倉ポップスコンサートを子どもた

ちによる合唱や岩倉市ジュニアオーケストラとの共演でのコンサー

トとして実施します。 

スポ ー ツ では 、 本 年は 、 オ リン ピ ッ ク・ パ ラ リン ピ ッ クイヤ

ーで あ り、 大い に 盛り 上 がり を見 せ るこ と と思 いま す 。 総 合体

育文 化 セン ター の トレ ー ニン グ室 の 機器 更 新、 各種 ス ポー ツ教

室など、市民の運動する機会の充実を図ります。  

２  学校教育  

学校 教 育 では 、 全 小中 学 校 で、 人 の 心の 動 き を想 像 し 、人を

思い や り、 力を 合 わせ て いこ うと す る意 欲 を高 める た めに 、 文

化芸 術 に触 れた り 、体 験 した り、 文 化的 な 環境 を創 っ てい く豊

かな 感 性を 育む 教 育推 進 事業 に取 り 組み ま す。 また 、 岩倉 市の

全教 職 員で 構成 す る研 究 会を 設置 し て、 こ れま でも 取 り組 んで

きた人権教育の充実を図ります。  



 

 － 11 － 

 教 育 施設 の整 備 につ き まし ては 、 岩倉 北 小学 校北 館 の給 排水

設備 ・ 衛生 設備 、 曽野 小 学校 のプ ー ルサ イ ド、 岩倉 東 小学 校の

給食用リフトなど、施設や設備の適切な改修に努めます。  

新学 校 給 食セ ン タ ー の 整 備 は、 学 校 給食 衛 生 管理 基 準 に適合

した 安 全な 施設 と する こ とを 第一 に 、計 画 、設 計、 建 設工 事を

進め、いよいよ最終段階にきています。食育の実践場所として、

児童 生 徒に 給食 を 作る 工 程を 見学 で きる よ うな 役割 に も配 慮を

し、 外 観も 愛着 を 持っ て もら うよ う なデ ザ イン 、愛 称 を「 ゆめ

ミール」としました。平成 28 年９月の給食提供時から、調理、

配送、施設及び設備の管理などを業務委託することとしており、

その準備を着実に進めてまいります。  

 

「快適で利便性の高い魅力あるまち（都市基盤）」  

良好 な 都 市基 盤 、 公共 交 通 網が 整 備 され 、 誰 もが 快 適 さや安

全・安心な生活を実感しながら暮らせるまちづくり を進めます。 

１  交通対策  

公共 交 通 事業 で は 、鉄 道 、 バス 、 タ クシ ー 、 デマ ン ド 型乗合

タク シ ーと いっ た 各主 体 が、 これ ま で と 同 様に 安全 な 運行 を続

け、 岩 倉市 の最 大 の魅 力 であ る交 通 の利 便 性を 高め ら れる よう

各事業者と協働で取り組んでまいります。  

交通 環 境 対策 で は 、 新 た に 旭跨 線 橋 の下 に 岩 倉駅 利 用 者の自

転車 駐 車場 を増 設 しま す 。 大 山寺 駅 周辺 の 自転 車駐 車 場も 区画

線などの再整備を実施します。  
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２  道路・市街地整備  

道路 整 備 では 、 北 島藤 島 線 街路 改 良 事業 は 、 線路 を 跨 ぐ 橋梁

上部工事を施工しています。平成 28 年度末の供用開始を目指し

て、安全第一に進めていきます。  

五条 川 に 架か る 天 保橋 の 建 設事 業 は 、北 名 古 屋市 と 共 同で 平

成 29 年度の完成を目指して、工事を進めています。この完成後

には 、 岩倉 西春 線 の交 通 量の 増加 が 予見 さ れる ため 、 道路 改良

工事のための用地調査、道路詳細設計を実施します。  

桜通 線 街 路改 良 事 業は 、 岩 倉駅 東 の 広場 か ら 岩倉 街 道 まで を

第１ 工 区と して 、 整備 に 向け て用 地 取得 、 物件 移転 補 償を 進め

ていきます。  

岩倉 市 を 訪れ る 人 の多 く が 利用 す る 岩倉 駅 周 辺対 策 で は、駅

東広 場 内に 公衆 便 所を 新 設し ます 。 その 完 成後 に、 老 朽化 が進

んでいる駅西公衆便所を建て替えます。  

用排 水 路 では 、 引 き続 き 、 土地 改 良 施設 の 交 付金 を 充 当し、

新堀 用 排水 路補 修 工事 を 実施 しま す 。ま た 、 橋 梁に つ いて は、

長寿 命 化修 繕計 画 に基 づ き、 小牧 市 から ２ 分の １の 負 担金 を受

けて、待合橋補修工事を実施します。  

３  下水道・上水道  

下水 道 事 業で は 、 多額 の 費 用を 投 入 しま す が 、快 適 で 住みよ

い生 活 環境 を子 ど もた ち へ 残 すこ と ので き る財 産投 資 であ り、

計画的に整備を実施し、供用開始区域を増やしていきます。  

上水道では、地震発生時でも水道水の供給を確保するために、
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基幹 管 路の 耐震 化 を引 き 続き 進め て いき ま す。 また 、 老朽 管対

策も計画的に進めていますが、平成 29 年度を初年度とする第４

期配水管整備事業計画を策定します。  

 

「地域資源を生かした活力あふれるまち（産業）」  

活発 な 産 業経 済 活 動、 観 光 や交 流 の 促進 で 、 人や 物 が 交流す

る賑わい空間が生まれる活力あふれるまちづくりを進めます。  

１  工業・商業  

産業 振 興 では 、 地 域産 業 活 性化 支 援 事業 と し て、 引 き 続き、

商工 会 と連 携し 、 中小 企 業・ 小規 模 事業 者 活性 化行 動 計画 の策

定に 向 けた 取組 を 行い ま す。 また 、 事業 所 支援 ・相 談 業務 は、

経営 実 践塾 の開 催 、要 望 の多 かっ た 個別 経 営相 談会 の 回数 を増

やし て 実施 しま す 。さ ら にビ ジネ ス サポ ー トセ ンタ ー を商 工会

内に 設 置す るな ど 、 商 工 業の 活性 化 を図 る 取組 を支 援 して いき

ます。  

２  観光・交流  

観光 で は 、い わ く ら観 光 振 興会 に 委 託し て 市 役所 に 開 設した

観光 情 報ス テー シ ョン は 、 市 のマ ス コッ ト キャ ラク タ ー「 い～

わく ん 」と とも に 、 宣 伝 効果 を発 揮 して き てい ます 。 各種 のま

つり や イベ ント を 充実 さ せ、 観光 ま ち づ く り事 業を 推 進し てい

きま す 。な お、 若 い世 代 の人 たち に 集ま っ ても らい 、 新た な冬

のイ ベ ント など を 検討 し てい ただ く 、若 者 政策 ワー キ ング を岩

倉青年会議所とともに実施します。  
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五条 川 で は、 市 内 の全 防 犯 灯の Ｌ Ｅ Ｄ化 に 続 き、 尾 北 自然歩

道の 街 路灯 を水 銀 灯か ら ＬＥ Ｄ に 切 り替 え ます 。自 然 環境 への

配慮 と とも に、 リ ース 契 約と する こ とで 、 維持 費の 節 減に 大き

な効 果 を見 込む こ とが で きま す。 岩 倉市 の 最大 の観 光 資源 であ

る五 条 川の 桜は 、 適正 な 剪定 作業 を 実施 し 、市 民団 体 の皆 様と

協働で、その保存に努めていきます。  

また 、 こ れま で 以 上に 、 岩 倉市 の 魅 力を 市 内 外に 発 信 するた

め、 シ ティ プロ モ ーシ ョ ン事 業に 取 り組 み ます 。市 民 や近 隣市

町住 民 のイ メー ジ 調査 な ど、 多角 的 な調 査 、分 析に よ り、 岩倉

市ブ ラ ンド を確 立 し、 印 象的 なキ ャ ッチ フ レー ズ、 ロ ゴな どを

作成し発信していきます。  

 

「市民とともに歩む ひらかれたまち（協働・行財政運営）」  

協働 の ま ちづ く り を推 進 し 、将 来 の 世代 に 過 重な 負 担 を課す

こと な く、 誰も が まち づ くり に積 極 的に 参 加す るこ と がで きる

環境を整備するとともに、開かれた行政経営を推進します 。  

１  市民協働・地域コミュニティ  

市民 協 働 では 、 今 議会 に 岩 倉市 市 民 参加 条 例 の制 定 を 提案し

ています。市民参加の手続き、方法、その公表など市民参加及び

協働についての基本的な事項を定めることにより、市民の意見を広く

市政に反映させること及び協働によるまちづくりを推進することを

目的としていくものです。  

行政区運営につきましては、平成 27 年度から協働推進課で所
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管し 、 各区 の役 員 会と 意 見交 換を 実 施し て きま した 。 各区 の要

望な ど の進 捗状 況 は、 明 確に 文章 で 、区 長 会で お示 し する など

改め て まい りま し た。 今 後も 同様 に 信頼 性 を高 めら れ るよ うに

して ま いり たい と 考え て いま す。 ま た、 区 が行 う事 業 への 財政

的な支援については、区育成補助金の充実を図ります。  

２  行財政運営・平和行政  

平和行政では、戦後 70 年を迎えた平成 27 年度は、平和ポスター募

集、展示、戦争体験を語る講演、戦争資料展を開催し、被爆樹木の苗

木を植樹しました。はじめに申しましたが、世界平和にはほど遠く、

平和の大切さを次世代に伝えていくための事業実施に努めます。 

広報広聴では、広報いわくらは、１日号と 15 日号と掲載情報の差

別化を図ってまいりました結果、情報量に大きな差が生じてきていま

す。そのため５月より、月１回の発行とします。そのことにより、記

事の内容や特集を充実させてまいります。また、ホームページは、ス

マートフォンへの対応など、誰にでも使いやすく、シティプロモーシ

ョンを意識して、更新します。 

行財政運営では、平成 28 年度を初年度とする行政改革の指針とな

る第２期行政経営プランを定め、計画的に推進します。また、広域で、

情報提供を行い、相互交流を図るため、小牧市・大口町・扶桑町・豊

山町とその市民活動団体とで、企画・運営する２市３町協働まちづく

りイベントを開催します。 

財政経営に大きな影響を及ぼす、公共施設、公共インフラの老朽化

は、人口減少や人口構造の変化により、社会問題化しています。公共
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施設等総合管理計画を平成 28 年度に策定し、公共施設再配置計画の

策定に着手いたします。施設の統合複合化、場合によっては廃止する

こと、１つの自治体でフルセットでなく、近隣市町と役割を分担する

ことも考えなくてはなりせん。 

また、財政運営の健全化に資するため、新しい地方公会計制度や公

共下水道事業の地方公営企業適用への対応も進めてまいります。 

人事マネジメントでは、地方公務員法の改正に伴い、目標管理制度

と管理職で実施していました能力評価を統合した人事評価システム

を導入します。また、職員教育の一環として、愛知県への実務研修生

２人、宮城県岩沼市、広域滞納整理機構に各１人、職員派遣を継続し

ます。そして、現在は、消防署で実施しています近隣市町との職員の

相互派遣を事務職においても実施に向けて調整します。 

以上、平成 28 年度における市政運営の基本方針について、所信を

申し述べさせていただきました。 

 

結 び 

地方が成長する力を取り戻し、急速に進む人口減少を克服する目的

で、都道府県、市町村にも総合戦略を策定していくことが要請されま

した。本市においても、その策定の仕上げ作業が最終段階になってい

ます。なお、平成 27 年度の国の補正予算では、地方創生の本格展開

に向けた地方創生加速化交付金が創設されました。この交付金の趣旨

に沿い、岩倉市としても交付金を受けて事業を実施するため、実施計

画書を提出しています。 
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平成 27 年国勢調査の速報値ではありますが、幸いにも岩倉市の人

口は、平成 22 年と比べて、増加する結果となりました。また、住民

異動の状況でも自然増、社会増が続いています。しかし、数年後には、

人口構造から減少に転じることは否定できず、下げ止まらせることに

力を入れなければなりません。そのために、雇用、定住、結婚、出産、

子育て、地域の魅力をキーワードに総合戦略を定め、実行してまいり

ます。 

これ に 先 立ち 、 市 の最 上 位 計画 で あ りま す 第 ４次 岩 倉 市総合

計画の中間見直しは、先の 12 月議会で可決いただきました。基

本計 画 で定 めた 施 策の 事 業方 針と な る実 施 計画 を策 定 し、 まさ

に、市民、議会、行政と三位一体で、推進してまいります。  

これ か ら も、 市 民 の皆 様 の 生活 を 守 ると い う 、市 長 と しての

強い 使 命感 を持 ち 、 健 康 で明 るい 緑 の文 化 都市 、岩 倉 市の 市政

運営に全力を尽くします。  

市民の皆様並びに議員各位のご理解、ご協力を心からお願い申し上

げ、施政方針説明とさせていただきます。自 


